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力強くスタートする選手たち！ 

人 口 の う ご き 

平成２５年 １１月１日 

総人口    ９，６４７（－  ９） 

  男       ４，６４６（＋   ３） 

女       ５，００１（－ １２） 

世帯数    ５，３７６（－  ８） 

カッコ内は前月との比較     

今 月 の 主 な 記 事 

○ 古高元年！…………‥……Ｐ２ 

○ 議会だより‥……………‥Ｐ３ 

○ お知らせ…‥………………Ｐ１３ 

○ カレンダー…………………Ｐ１９ 

○ 戸籍の窓 ………………‥･Ｐ２０ 

○ まちの話題…………………Ｐ２１



第 ５９ 回 文 化 祭 [夢 現 ∞ MUGEN ∞ ]     出前授業＠古仁屋中 

３年２組 劇「ＫＡＳＡＪＩＺＯ」 ３年１組 劇「感謝」 前教諭（国語科）による授業 

古高会グランドゴルフ大会 

家庭クラブ 研究発表 書道部 書道ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ「夢現」 昭和３２年卒チームが優勝 

教員採用試験合格！寺田哲哉先生 柔道県新人大会３位 泉優人君 ２年古高会講座 加藤和正氏

十
月
の
で
き
ご
と

教
頭

二
石

政
彦

十
月
に
入
っ
て
か
ら
日
本
に
近
づ
い
た
台
風
は
、
観
測
史
上

最
多
で
し
た
。
伊
豆
大
島
や
与
論
島
で
は
大
き
な
犠
牲
や
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
に
で
き
る
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
本
校
の
中
間
考
査
や
部
活
動
、
学
校
行
事
等
に
も
影
響

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
六
日
（
土
）
の
文
化
祭
で
は
、

生
徒
た
ち
は
、
展
示
や
舞
台
で
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
御
来
場
・
御
協
力
、
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
八
日
（
金
）
に
、
本
校
国
語
科
の
前
和
樹
教
諭
が
古
仁
屋

中
３
年
２
組
の
生
徒
さ
ん
た
ち
に
出
前
授
業
を
し
ま
し
た
。「
漢

字
王
決
定
戦
！
」
と
い
う
授
業
で
し
た
が
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は

最
初
は
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
終
始
集
中
し
て
楽
し
そ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

二
七
日
（
日
）
に
は
古
高
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

本
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
期
の
同
窓
チ
ー
ム
と
職
員
の
計

９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
団
体
は
昭
和
三
二
年
卒
チ
ー
ム
が
、
個

人
は
寺
田
哲
哉
教
諭
が
優
勝
し
ま
し
た
。
夜
は
総
会
と
懇
親
会

が
開
か
れ
、
本
校
の
現
状
と
ふ
る
さ
と
留
学
に
つ
い
て
説
明
い

た
し
ま
し
た
。
懇
親
会
は
島
唄
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の

結
果
発
表
や
島
唄
等
で
盛
り
上
が
り
，
ま
た
，
古
高
が
良
く
な

っ
た
と
い
う
言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
，
二
九
日
（
火
）
に
、
古
高
会
幹
事
長
（
瀬
戸
内
町
総

務
課
長
）
の
加
藤
和
正
氏
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
２
年
生
を

対
象
に
古
高
会
講
座
を
行
い
ま
し
た
。
演
題
は
「
若
者
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
！

～
挑
戦
す
る
こ
と
で

道
は
開
け
る
～
」
で
し
た
。
加
藤
氏
は
、
青
年
団
や
役
場
職
員

と
し
て
の
数
々
の
経
験
か
ら
、
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
こ
と

で
チ
ャ
ン
ス
や
友
人
が
増
え
る
、
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史

や
伝
統
文
化
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
の
入
試
か
ら
大
島
学
区
内
の
高
校
は
学
区
外
か
ら
も
志

願
で
き
ま
す
。
親
戚
や
知
り
合
い
に
中
学
３
年
生
が
い
る
方
は

ぜ
ひ
古
仁
屋
高
校
を
志
願
す
る
よ
う
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

古  高  元  年 ！ 
【古高コーナー1２月号】 12月25日で，奄美群島が日本に復帰してからちょうど 60年！

これを機に，瀬戸内町がますます発展し，来年 84 年目を迎える古仁屋高校も，町内，島

内，県内，県外から多くの生徒が集まり，さらに発展していければと願っています。 

１月４日（土）  瀬戸内町成人式            広報せとうち（２）



広報せとうち(３) １月４日（土）  瀬戸内町成人式
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１月４日（土）  瀬戸内町成人式 広報せとうち(４)   

西
阿
室
小
学
校
に
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
（
滑
り
台
付
）
を

設
置主

な
内
容
は
、
西
阿
室
小
学

校
に
遊
具
整
備
費
（
滑
り
台
付

き
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
）
と
し
て

１
３
４
万
円
、
奄
美
群
島
日
本

復
帰
６０
周
年
記
念
に
伴
う
事
業

補
助
金
と
し
て
１
０
０
万
円
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
に
３
億

１
５
０
万
４
千
円
、
国
民
健
康

保
険
会
計
に
赤
字
補
て
ん
繰
出

金
と
し
て
３
５
０
０
万
円
、
ク

ロ
マ
グ
ロ
給
餌
体
験
用
筏
整
備

事
業
補
助
金
と
し
て
１
０
０
万

円
、
鳥
獣
被
害
対
策
費
と
し
て

１
５
２
７
万
４
千
円
、
消
防
分

署
前
の
空
き
地
舗
装
に
４
２
６

万
円
、
漁
港
災
害
復
旧
費
と
し

て
８
０
８
４
万
２
千
円
、
農
業

用
施
設
災
害
復
旧
費
と
し
て
１

２
７
０
万
円
等
を
追
加
す
る
も

の
で
す
。

総
額
４
億
４
４
７
４
万
２
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し

推
進
事
業
で
加
計
呂
麻
島
に
塵

芥
架
装
車
（
ご
み
収
集
３
ト
ン

車
）
を
購
入
す
る
も
の
で
、
渡

辺
自
動
車
整
備
工
場
と
８
３
６

万
７
４
６
２
円
で
契
約
し
ま
し

た
。主

な
工
事
内
容
は
、
道
路
改

良
延
長
Ｌ
＝
１
５
５
ｍ
、
土
工

一
式
、
Ｌ
型
擁
壁
工
Ｌ
＝
８
９

ｍ
、
軽
量
盛
土
工
Ｌ
＝
３
０
ｍ
、

排
水
工
落
蓋
側
溝
Ｌ
＝
８
１
ｍ
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
工
Ｌ
＝
１

３
２
ｍ
で
㈱
泰
江
組
と
６
３
０

０
万
円
で
契
約
し
ま
し
た
。

当
初
、
奄
美
興
発
㈱
と
８
０

８
５
万
円
で
契
約
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
地
再
調
査
に
よ
り
、

請
負
金
額
の
変
更
を
行
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

主
な
変
更
点
は
、
残
土
処
理

工
及
び
法
面
保
護
工
の
数
量
減

に
伴
い
、
請
負
金
額
を
４
１
５

万
５
千
円
減
の
７
６
６
９
万
５

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

町
道
網
野
子
節
子
線
道

路
改
良
工
事
契
約

一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号) 

第３回定例会では、決算議案11件、補正予算議案1０件、条例議案４件、契約議案３件、

人事同意議案１件の計２９件の議案を審議し、それぞれ可決しました。 

 また、平成2４年度各会計決算議案については、議長と議会代表監査員を除く８名で構成

する決算審査特別委員会（委員長 林 健二、副委員長 鎌田愛人）を設置して審査を行い、

最終日に委員長から審査報告がなされ、意見書を町当局へ提出しました。 

（次頁に意見書掲載。なお、各会計決算額状況については町広報誌に掲載のため、割愛しま

した。）    

主な議案の要旨は次のとおりです。 

加
計
呂
麻
島

塵
芥
架
装
車
（
ご
み
収

集
車
）
売
買
契
約

人権擁護委員に 

高野 洋志氏 

子ども・子育て会議条例の制定 

 子ども・子育て支援法に基づき、本町における子ども・

子育て支援に係る施策の調査等を行なうもので、保護者、

関係団体、学識経験者等（15人以内）で構成されます。 

２３

災
林
道
災
害
復
旧

事
業
阿
木
名
清
水
線

（
３
号
箇
所
）
工
事
変

更
契
約



広報せとうち(５) １月４日（土）  瀬戸内町成人式

〜
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
よ
る

審
査
状
況
（
委
員
会
室
に
て
）
〜

１． 町税・使用料等の徴収対策に努めるとともに、町有地等の未利用地の早期売却、

貸付け等、更には新たな財源の確保に努力されたい。 

２． 各特別会計は、一般会計からの繰入金に委ねることなく、特に国民健康保険特別

会計の運営については、早期健全化に努められたい。 

３． 町民との語る会等を積極的に実施し、町民参画のまちづくりを推進されたい。 

４． 古仁屋高校の振興・自衛隊拡充及び誘致・世界自然遺産登録等の対策については

積極的に取り組まれたい。 

５． 寄り合い処せとうち及びアンテナショップの運営については、所期の目的が図ら

れるよう努力されたい。 

６． 我が町の沿岸漁業の衰退ぶりは、近年著しいものがある。漁業従事者の後継者育

成、種苗の存続、燃油の直接補助を含めた各種補助事業、支援事業の充実を図られ

たい。 

７． 本町の観光交流の拠点施設である「せとうち海の駅」の管理運営については、管

理組合と充分に協議され、健全な運営が図られるよう努力されたい。 

８． 景気対策・地域経済の活性化を図るため、更なる公共事業の導入と企業が新たな

産業へシフトできるよう情報提供等に特段の努力をされたい。 

９． 地域防災計画の見直しを早急に行ない、安心安全なまちづくりに鋭意努力された

い。 

10．消防操法大会（46 年ぶり本町開催）に向け、消防団及び関係団体との連携強化

を図り、準備体制の充実に努められたい。 

11．町民の健康増進とスポーツ振興を図るとともに、競技力向上のため体育施設整備

の充実に努められたい。 

12．給食センター及び火葬場の早期建設に向けて取り組まれたい。 



１月４日（土）  瀬戸内町成人式 広報せとうち(６)

第３回（９月）定例会では、６名の議員が町政全般に亘り、質問・提言等を行ない議論

を交わしました。一部を要約して、紹介いたします。

 なお、一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。

議
員

観
光
振
興
に
つ
い

て
１
．
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向

け
た
地
元
の
取
り
組
み
と
し
て
、

町
の
計
画
等
が
あ
れ
ば
お
示
し

下
さ
い
。

２
．
知
床
・
斜
里
町
を
モ
デ
ル

に
、
本
町
も
独
自
に
自
然
保
護
を

目
的
と
し
た
寄
付
金
を
募
り
、
同

等
の
事
業
展
開
が
で
き
な
い
か

町
長
の
ご
見
解
を
求
め
ま
す
。

町
長

１
．
平
成
２５
年
８
月
１

日
に
設
置
し
た
「
世
界
自
然
遺

産
せ
と
う
ち
町
推
進
室
」
を
中

心
に
、
拠
点
施
設
の
誘
致
や
、

住
民
説
明
会
等
を
行
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

２
．
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
協

会
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

本
町
に
あ
っ
た
自
然
環
境
の
保

護
活
動
事
業
に
つ
い
て
の
、
調

査
研
究
等
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

議
員

水
産
業
の
振
興
に

つ
い
て

１
．
燃
油
価
格
高
騰
対
策
と
し

て
、
漁
船
漁
業
者
に
対
し
燃
油
の

直
接
補
助
が
考
え
ら
れ
な
い
か

町
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

２
．
国
境
離
島
周
辺
で
の
漁
業

を
活
性
化
す
る
事
に
よ
り
、
民
間

監
視
力
を
高
め
よ
う
と
い
う
議

論
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
事

に
対
す
る
町
長
の
見
解
を
求
め

ま
す
。

町
長

１
．
燃
油
の
直
接
補
助

に
つ
い
て
は
、
奄
水
協
を
通
じ
、

国
や
県
に
要
望
中
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
漁
協
や
県
漁
連
で
共
済

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
構
築
事
業
」
を
進
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
．
現
在
実
施
し
て
お
り
ま

す
離
島
漁
業
再
生
支
援
事
業
の

中
で
監
視
活
動
等
の
取
り
組
み

は
可
能
で
す
が
、
海
保
や
県
機

関
と
連
携
を
図
り
、
漁
協
と
協

議
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

議
員

教
育
・
文
化
、
人
材

育
成
に
つ
い
て

奄
美
群
島
日
本
復
帰
６０
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
本
町
独
自
の

記
念
事
業
を
計
画
さ
れ
て
い
る

と
い
う
事
で
す
が
、
そ
の
内
容
を

お
示
し
下
さ
い
。

町
長

１１
月
２
日
に
記
念
式
典
、

３
日
に
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

記
念
式
典
で
は
、
昇
曙
夢
と

日
本
復
帰
運
動
を
語
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
、
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
つ
い
て
は
、
本
町
出
身

の
歌
手
や
観
光
大
使
の
方
々
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

議
員

古
仁
屋
高
校
の
活

性
化
に
つ
い
て

町
外
か
ら
古
仁
屋
高
校
へ
入

学
す
る
生
徒
を
増
や
す
施
策
等
、

考
え
ら
れ
る
事
が
あ
れ
ば
お
示

し
下
さ
い
。

町
長

県
立
高
校
通
学
区
域
に

関
す
る
規
則
の
改
正
に
よ
り
、

来
年
度
以
降
は
、
県
外
も
含
め
、

学
区
外
か
ら
も
入
学
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
後

「
古
仁
屋
高
等
学
校
ふ
る
さ
と

留
学
制
度
」
の
実
効
性
に
弾
み

が
つ
く
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
古
仁
屋
高
校
Ｐ
Ｒ
用

Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
制
作
中
で
あ
り
、
下

宿
登
録
の
募
集
も
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

林 健二議員



広報せとうち(７) １月４日（土）  瀬戸内町成人式

議
員

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ

ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

今
年
の
参
加
艇
が
２
１
８
艇

と
昨
年
と
比
べ
て
半
数
近
く
減

っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

分
析
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長

今
年
度
よ
り
参
加
者
の

安
全
面
を
最
大
限
考
慮
す
る
た

め
「
安
全
を
確
保
で
き
る
参
加

人
数
」
に
制
限
し
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
本
大
会
は
、
多
く

の
町
民
の
協
力
に
よ
り
成
り
立

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
多
く
の
町
民
が
運
営

の
中
に
参
加
し
、
安
全
で
魅
力

あ
る
大
会
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

議
員

日
本
復
帰
６０
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て

復
帰
運
動
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
に
も
学
校
教
育
で
の
取
り

組
み
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長

教
育
委
員
会
独
自
の

取
り
組
み
と
し
ま
し
て
は
、
教

育
課
程
の
中
に
、
平
和
教
育
・

郷
土
教
育
と
し
て
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し

て
、
総
合
学
習
及
び
社
会
科
の

授
業
や
学
級
活
動
並
び
に
朝

礼
・
講
話
等
で
、
平
和
教
育
を

実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員

防
災
に
つ
い
て

１
．
８
月
３０
日
に
発
表
さ
れ

る
「
特
別
警
報
」
を
伺
い
ま
す
。

町
長

平
成
２５
年
８
月
３０
日

か
ら
、
新
た
に
「
特
別
警
報
」

が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

通
常
の
「
警
報
」
の
発
表
基
準

を
は
る
か
に
超
え
る
数
十
年

に
一
度
の
現
象
が
起
こ
る
と

予
想
さ
れ
る
場
合
に
発
表
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
対
象
地
域
の

住
民
の
方
々
に
対
し
て
最
大

限
の
警
戒
を
呼
び
掛
け
る
も

の
で
す
。
発
表
さ
れ
た
ら
身
を

守
る
た
め
に
最
善
を
尽
く
し

て
下
さ
い
。

議
員

２
．
防
災
マ
ッ
プ
の
整

備
を
伺
い
ま
す
。

町
長

防
災
マ
ッ
プ
は
、
自
然

災
害
が
予
測
さ
れ
る
区
域
や
避

難
場
所
、
避
難
経
路
な
ど
住
民

が
自
主
的
に
避
難
す
る
た
め
に

必
要
な
防
災
情
報
を
分
か
り
や

す
く
地
図
上
に
示
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

本
町
は
、
既
存
の
防
災
マ
ッ

プ
に
標
高
ゾ
ー
ン
を
５
段
階
に

色
分
け
し
た
津
波
防
災
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

を
各
避
難
所
・
嘱
託
員
・
小
中

学
校
・
福
祉
医
療
施
設
・
５
つ

の
官
庁
へ
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
津
波
防
災
マ
ッ
プ

を
各
地
区
に
応
じ
た
も
の
に
編

集
整
理
し
、
全
世
帯
へ
配
布
で

き
る
よ
う
進
め
て
参
り
ま
す
。

議
員

ク
ロ
マ
グ
ロ
に
つ

い
て古

仁
屋
高
校
生
を
近
畿
大
学

水
産
学
部
へ
の
進
学
を
促
し
、

卒
業
後
は
本
町
近
大
種
苗
セ
ン

タ
ー
の
研
究
員
と
し
て
、
雇
用

の
確
保
、
水
産
事
業
へ
の
貢
献

等
図
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
伺

い
ま
す
。

議
員

平
成
２６

年
度
予
算

編
成
に
向
け
て

一
次
産
業
振
興
対
策
に
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、

町
長

こ
れ
ま
で
近
畿
大
学
水

産
研
究
所
で
は
、
古
仁
屋
高
校

で
２
回
ほ
ど
公
開
講
座
等
を
開

催
し
、
地
元
の
高
校
生
に
放
流

効
果
や
水
産
教
育
の
重
要
性
な

ど
、
豊
か
な
海
域
性
を
生
か
し

た
将
来
の
水
産
展
望
等
の
紹
介

が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
本
町
の
自
然
環
境

や
大
島
海
峡
の
海
域
特
性
な
ど

を
活
用
し
て
、
近
畿
大
学
や
水

産
関
連
大
学
等
と
の
連
携
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。

当
局
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

町
長

本
町
の
来
年
度
の
予
算

編
成
に
つ
い
て
は
、
「
農
業
」

「
観
光
／
交
流
」
「
情
報
」
を

産
業
振
興
の
基
軸
と
し
つ
つ
、

一
次
産
業
の
振
興
を
図
る
と
と

も
に
６
次
産
業
化
を
推
進
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中村義隆議員

稲田隆一郎議員



１月４日（土）  瀬戸内町成人式 広報せとうち(８)

議
員

１
．
小
規
模
農
家
の
育

成
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

２
．
新
規
就
農
者
に
対
す
る

起
業
化
支
援
対
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長

１
．
大
島
地
域
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
を
組
織

し
、
支
援
体
制
の
強
化
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
．
農
家
の
高
齢
化
に
伴
い
、

極
め
て
重
要
な
施
策
だ
と
認
識

し
て
お
り
、
国
に
お
い
て
は
、

青
年
就
農
者
給
付
金
事
業
を
実

施
し
、
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就

農
後
の
定
着
を
図
る
対
策
を
講

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
営
農
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
農
業
の

基
礎
知
識
や
実
習
に
よ
る
栽
培

技
術
の
習
得
や
、
今
後
の
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
育

成
を
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
図
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

議
員

加
計
呂
麻
島
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
「
嘉
入
の
滝
」

に
遊
歩
道
橋
の
建
設
の
考
え
は

な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長

現
段
階
に
お
い
て
の
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
嘉
入
の

滝
」
を
含
め
、
本
町
全
域
に
広

が
る
観
光
資
源
に
つ
い
て
、
来

町
者
の
視
線
に
立
っ
た
整
備
が

必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
観
光

業
者
や
関
係
機
関
と
調
査
検
討

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

議
員

教
育
行
政
に
つ
い
て

１
．
本
町
の
不
登
校
児
童
・

生
徒
へ
の
指
導
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

２
．
学
校
施
設
に
お
け
る
体
の

不
自
由
な
児
童
・
生
徒
へ
の
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

３
．
給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
防

止
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

４
．
食
育
に
対
す
る
教
育
委
員

会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

教
育
長

１
．
不
登
校
傾
向
か

ら
の
段
階
に
お
け
る
原
因
の
情

報
収
集
及
び
分
析
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
民
生
委
員
等
、

福
祉
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
家
庭
訪
問
を
含
め
た

教
育
相
談
の
実
施
等
、
教
職
員

全
員
の
共
通
認
識
の
も
と
で
の

協
力
体
制
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

２
．
改
築
時
に
お
け
る
ス
ロ

ー
プ
化
や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、

手
す
り
の
整
備
、
特
別
支
援
室

へ
の
ト
イ
レ
及
び
シ
ャ
ワ
ー
施

設
の
設
置
等
、
ま
た
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
の
配
置
な
ど
を

行
い
、
安
全
確
保
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

３
．
年
度
当
初
に
全
児
童
生

徒
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
調
査
を

実
施
し
、
実
態
の
把
握
を
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
給
食
セ
ン

タ
ー
職
員
の
共
通
理
解
の
下
、

原
因
食
品
混
入
防
止
、
誤
配
送

防
止
の
徹
底
を
行
う
と
と
も
に
、

各
学
校
に
お
い
て
も
受
け
取
り

時
の
確
認
及
び
各
学
級
で
も
担

任
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
該
当
児
童

生
徒
へ
渡
し
て
お
り
ま
す
。

４
．
給
食
指
導
強
調
週
間
に

お
け
る
マ
ナ
ー
指
導
や
か
む
指

導
及
び
衛
生
管
理
指
導
、
栄
養

教
諭
に
よ
る
食
に
関
す
る
訪
問

指
導
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

議
員

世
界
自
然
遺
産
登

録
に
つ
い
て

１
．
「
世
界
自
然
遺
産
せ
と
う

ち
町
推
進
室
」
を
設
置
さ
れ
た
が
、

そ
の
内
容
と
今
後
の
取
組
み
等

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

２
．
本
町
の
地
域
活
性
化
に
ど

の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

３
．
観
光
受
け
入
れ
態
勢
の
整

備
（
宿
泊
施
設
等
）
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長

１
．
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

部
署
で
行
っ
て
き
た
活
動
を
一

本
化
し
、
拠
点
施
設
（
自
然
遺

産
セ
ン
タ
ー
）
の
誘
致
促
進
を

目
的
と
し
た
「
奄
美
・
琉
球
」

の
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
対

外
的
窓
口
と
な
り
ま
す
。

２
．
交
流
人
口
増
に
繋
が
る

よ
う
な
施
策
を
調
査
・
研
究
し

て
行
き
た
い
。
自
然
環
境
を
活

か
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、

観
光
・
体
験
活
動
等
に
よ
り
自

然
に
優
し
い
観
光
を
実
施
し
、

併
せ
て
自
然
環
境
の
保
護
・
保

全
も
目
指
し
て
行
き
た
い
。

３
．
宿
泊
施
設
の
拡
充
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
新
規
参
入
者
へ
の
貸
付
制

度
の
情
報
提
供
や
手
続
き
等
を

行
い
、
整
備
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

向野 忍議員



広報せとうち(９) １月４日（土）  瀬戸内町成人式

議
員

自
衛
隊
の
誘
致
及

び
拡
充
に
つ
い
て

「
誘
致
推
進
協
議
会
」
の
こ
れ

ま
で
の
要
望
活
動
と
そ
の
成
果
、

今
後
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長

５
月
末
の
要
望
活
動
は
、

防
衛
大
臣
政
務
官
か
ら
前
向
き

な
感
触
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

必
要
性
へ
の
理
解
が
示
さ
れ
た

こ
と
が
大
き
な
成
果
で
あ
り
ま

す
。今

後
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、

南
西
地
域
の
防
衛
、
災
害
対
応

強
化
の
た
め
に
、
陸
上
自
衛
隊

が
新
た
に
奄
美
群
島
と
沖
縄
県

先
島
諸
島
を
対
象
に
調
査
を
行

う
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
防

衛
省
の
動
向
を
注
視
し
て
対
応

し
て
参
り
た
い
。

議
員
・
意
見

誘
致
可
能
な
場

所
を
２
、
３
カ
所
検
討
し
て
選

定
す
る
な
ど
、
他
候
補
地
よ
り

も
最
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
積

極
的
に
動
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

議
員

古
仁
屋
高
校
の
存

続
・
振
興
対
策
に
つ
い
て

平
成
２６
年
度
入
試
よ
り
大
島

学
区
の
普
通
科
へ
入
学
を
希
望

す
る
生
徒
に
対
し
、
県
外
も
含
め

学
区
外
か
ら
の
受
験
が
可
能
に

な
っ
た
。

本
町
の
「
ふ
る
さ
と
留
学
制

度
」
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

現
在
、
古
仁
屋
高
校
の

Ｐ
Ｒ
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
中
で
あ

り
、
町
外
か
ら
の
受
け
入
れ
態

勢
に
向
け
、
下
宿
登
録
の
募
集

も
始
め
た
。
説
明
整
備
が
整
い

ま
し
た
ら
各
郷
友
会
等
で
の
広

報
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

議
員
・
意
見

古
仁
屋
高
校
の

寮
の
整
備
・
復
活
も
考
え
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
の
他
の
質
問

●
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
・

充
実
に
つ
い
て
（
請
島
、
与
路
島

に
対
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
格

差
是
正
に
つ
い
て
、
へ
き
地
診
療

所
の
現
状
と
今
後
の
取
組
み
に

つ
い
て
等
）

議
員

古
仁
屋
高
校
の
振

興
対
策
に
つ
い
て

①
町
内
の
児
童
・
生
徒
が
少
な

い
中
で
、
地
元
か
ら
６
割
が
入
学

し
て
も
２
学
級
確
保
が
む
ず
か

し
い
。

し
た
が
っ
て
、
町
外
か
ら
の
生

徒
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

町
外
か
ら
の
生
徒
の
受
入
れ
体

制
（
下
宿
先
募
集
）
の
状
況
は
。

企
画
課
長

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
紙
に
よ
る
募
集
を
行

っ
て
い
る
が
、
一
件
も
な
い
。

こ
れ
を
解
決
し
な
い
と
古
高

の
Ｐ
Ｒ
が
出
来
な
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。

議
員

②
今
あ
る
寮
を
改
修
し

て
使
用
で
き
る
か
、
町
が
調
査
費

を
計
上
し
て
、
調
査
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

企
画
課
長

調
査
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
員

③
専
門
的
な
顧
問
の
い

な
い
部
活
動
に
町
が
指
導
者
を

派
遣
し
、
ま
た
、
全
国
大
会
予
選

へ
の
旅
費
の
助
成
を
考
え
る
べ

き
で
は
。

教
委
総
務
課
長

小
中
学
生
、

社
会
人
に
対
し
て
は
、
町
各
種

大
会
に
対
す
る
補
助
基
準
要
綱

が
あ
る
。
古
高
に
つ
い
て
も
統

一
し
た
形
で
改
正
に
向
け
検
討

し
た
い
。

議
員

せ
と
う
ち
海
の
駅

に
つ
い
て

「
指
定
管
理
者
の
解
除
を
視

野
に
入
れ
た
協
議
」
の
申
し
入
れ

が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

今
後
の
方
向
性
は
。

町
長

「
せ
と
う
ち
海
の
駅
」

の
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
瀬
戸
内
漁
協
を
は
じ

め
関
係
団
体
の
協
力
が
必
要
不

可
欠
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
古
仁
屋
漁
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
管

理
組
合
」
並
び
に
関
係
団
体
と

協
議
を
進
め
、
よ
り
良
い
施
設

運
営
を
構
築
し
て
い
く
考
え
で

あ
り
ま
す
。

議
員

火
葬
場
の
建
替
え

に
つ
い
て

政
府
は
火
葬
場
建
設
に
つ
い

て
、
過
疎
債
の
対
象
と
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
が
、
そ
う
な
っ

た
場
合
の
対
応
は
。

町
長

今
回
の
政
府
の
過
疎
事

鎌田愛人議員
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業
の
対
象
に
も
な
る
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
今
後
は
機
器
点

検
や
建
物
の
耐
久
性
等
の
調
査

を
行
い
、
関
係
機
関
と
協
議
し
、

総
合
的
な
改
築
計
画
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

議
員

本
町
の
２
大
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て

「
奄
美
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
加
計

呂
麻
大
会
」
「
加
計
呂
麻
島
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の
今
後
の
方

向
性
は
。

議
員

総
合
ダ
ム
建
設
に

つ
い
て

将
来
に
備
え
て
本
町
も
、
総

合
ダ
ム
を
建
設
し
て
お
か
ね
ば

ま
ち
づ
く
り
観
光
課
長

伴
走

艇
の
打
合
せ
を
綿
密
に
し
て
、

伴
走
艇
を
増
や
し
、
シ
ー
カ
ヤ

ッ
ク
大
会
の
申
込
数
を
増
や
し

た
い
。

町
長

世
界
自
然
遺
産
登
録
、

交
流
人
口
の
増
、
本
町
の
観
光

Ｐ
Ｒ
、
こ
れ
を
強
く
打
ち
出
し

た
、
住
民
参
加
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
大
会
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
町
と
し

て
現
在
の
水
資
源
状
況
を
ど
の

よ
う
に
考
え
、
将
来
に
対
し
て

も
万
全
で
あ
る
の
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

町
長

現
在
、
水
利
と
し
て
の

水
量
に
逼
迫
し
た
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
将
来
の
社
会
環
境

の
変
化
に
よ
り
水
需
要
が
増
え

る
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
た
め
ダ

ム
等
の
水
源
開
発
に
よ
り
水
源

の
確
保
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

総
合
（
多
目
的
）
ダ
ム
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
多
額
の
財
源

を
伴
う
の
で
、
今
後
の
水
需
要

の
動
向
を
見
な
が
ら
国
・
県
等

の
関
係
機
関
と
協
議
・
検
討
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

世
界
自
然
遺
産
登

録
に
向
け
て
の
活
動
に
つ

い
て最

近
、
推
進
室
を
設
置
さ
れ

ま
し
た
が
、
推
進
室
の
役
割
、

方
向
性
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

こ
れ
ま
で
、
世
界
自
然

遺
産
登
録
に
伴
う
事
務
事
業
を

関
係
７
課
で
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
一
本
化
し
、
拠
点

施
設
（
自
然
遺
産
セ
ン
タ
ー
）

の
誘
致
促
進
を
目
的
と
し
た
、

「
奄
美
・
琉
球
」
の
世
界
自
然

遺
産
登
録
に
向
け
た
、
対
外
的

窓
口
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

方
向
性
に
つ
い
て
は
、
拠
点

施
設
の
誘
致
促
進
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
平
成
２８
年
の
世
界
自

然
遺
産
登
録
に
向
け
た
、
関
係

事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

議
員

「
寄
り
合
い
処
せ
と

う
ち
」
の
現
状
に
つ
い
て

利
用
状
況
、
こ
れ
か
ら
の
方

向
性
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

「
寄
り
合
い
処
せ
と
う

ち
」
の
平
成
２４
年
度
の
利
用
者

は
、
２
３
７
１
人
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
町
民
誰
も
が
気
軽
に
集
え

る
場
と
し
て
、
ま
た
、
自
治
会

や
同
窓
会
、
各
種
団
体
等
の
役

員
会
の
会
場
と
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

議
員

海
の
駅
の
経
営
状

況
に
つ
い
て

海
の
駅
の
経
営
に
つ
い
て
は

厳
し
い
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す

が
、
実
際
の
状
況
、
経
営
参
画

（
町
と
し
て
）
、
こ
れ
か
ら
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

「
せ
と
う
ち
海
の
駅
」

の
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
平

成
２４
年
度
総
売
上
５
２
５
１
万

１
千
円
、
総
費
用
５
２
１
５
万

９
千
円
で
差
引
き
３
５
万
２
千

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

厳
し
い
経
営
状
態
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

見
通
し
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
団
体
で
あ
る
「
古
仁
屋
漁

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
管
理
組

合
」
並
び
に
瀬
戸
内
漁
協
等
の

関
係
団
体
と
協
議
を
進
め
、
よ

り
良
い
施
設
運
営
を
持
続
さ
せ

て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◆
農
地
銀
行
の
設
置
に
つ
い
て

◆
鹿
児
島
・
福
岡
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
の
現
状
に
つ
い
て

元井直志議員
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
鎌

田
愛
人
委
員
長
）、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

（
岡
田
弘
通
委
員
長
）
、
世
界
自

然
遺
産
登
録
に
向
け
て
の
調
査

特
別
委
員
会
（
岡
田
弘
通
委
員

長
）
の
委
員
長
報
告
が
な
さ
れ
、

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

尚
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に

向
け
て
の
調
査
特
別
委
員
会
報

告
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
老
園
の

待
機
者
解
消
策
と
し
て
１０
床
の

増
床
計
画
に
関
す
る
陳
情
で
、

町
保
健
福
祉
課
長
及
び
同
介
護

福
祉
係
長
並
び
に
陳
情
者
に
出

席
を
求
め
審
査
し
ま
し
た
。

１０
床
増
床
し
た
場
合
の
町
負

担
金
へ
の
影
響
額
に
つ
い
て
は
、

１
５
７
万
３
千
円
の
増
と
な
る

と
の
こ
と
で
、
委
員
か
ら
は
、

「
待
機
者
の
解
消
を
図
る
た
め

に
も
必
要
で
あ
る
」
、
「
地
域
へ

の
貢
献
度
も
あ
り
、
町
と
し
て

も
応
援
し
て
も
ら
い
た
い
」
、

「
生
活
保
護
の
多
い
町
と
し
て

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
必
要
。
雇

用
の
面
か
ら
も
増
床
す
べ
き
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
審
査
を
踏
ま
え
た
結

果
、
全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

本
陳
情
に
つ
い
て
は
、
９
月

定
例
会
の
補
正
予
算
に
お
い
て

西
阿
室
小
学
校
へ
の
遊
具
整
備

１
３
４
万
円
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
教
委
総
務
課
長
か

ら
滑
り
台
付
き
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ

ム
を
同
校
に
整
備
す
る
予
定
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、

全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
町
の
長
期
振
興

計
画
及
び
次
期
奄
振
事
業
へ
の

振
興
策
を
反
映
す
べ
き
と
の
こ

と
で
本
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

町
当
局
、
県
離
島
振
興
課
、
地

元
国
・
県
選
出
議
会
議
員
等
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

始
め
に
、
金
子
・
禧
久
両
県

議
と
意
見
交
換
会
及
び
要
望
を

行
い
ま
し
た
。

次
期
奄
振
に
つ
い
て
、
両
県

議
か
ら
は
、「
沖
振
並
み
の
助
成

制
度
に
向
け
て
努
力
す
べ
き
で

あ
り
、
ハ
ー
ド
よ
り
も
ソ
フ
ト
、

農
産
物
輸
送
軽
減
等
の
交
付
金

措
置
に
変
わ
っ
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
る
。」
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
本
町
へ
の
提

言
と
し
て
、「
次
期
奄
振
に
つ
い

て
は
、
農
産
物
の
輸
送
費
軽
減

が
図
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、
農

産
物
生
産
で
外
貨
を
得
る
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
も

ら
い
た
い
。
私
共
も
一
緒
に
な

っ
て
頑
張
る
。
」
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。

次
に
、
県
離
島
振
興
課
に
て

本
田
課
長
は
じ
め
４
人
が
出
席

し
、
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

離
島
振
興
課
か
ら
は
、
奄
振

法
延
長
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
経

緯
や
今
後
の
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し

推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、「
知
事

も
離
島
振
興
に
つ
い
て
は
理
解

を
示
し
て
い
る
の
で
、
内
容
充

実
と
予
算
確
保
に
努
力
し
て
い

く
。
」
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

本
田
課
長
か
ら
は
、「
地
域
が

必
要
な
様
々
な
事
業
を
要
望
し

て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
大
い

に
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
し
て
も
ら

い
た
い
。
県
と
し
て
も
奄
美
離

島
の
振
興
に
努
力
し
て
い
く
。
」

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
衆
議
院
第
１
議
員
会

館
に
お
い
て
、
保
岡
・
徳
田
両

代
議
士
と
の
意
見
交
換
会
及
び

要
望
を
行
い
ま
し
た
が
、
国
交

省
、
環
境
省
、
防
衛
省
、
内
閣

府
の
担
当
官
も
出
席
さ
れ
、
有

『
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
老
園

の
増
床
に
関
す
る
陳
情
』

を
採
択

『
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
調
査
』
報
告

金子・禧久県議と意見交

換、要望を行う特別委員

～県議長会会議室にて～

『
西
阿
室
小
学
校
校
庭
に
遊

具
の
設
置
を
求
め
る
陳
情
』

を
採
択

県離島振興課にて調査

を行なう特別委員 
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意
義
な
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

保
岡
代
議
士
か
ら
は
、「
次
期

奄
振
で
の
交
付
金
創
設
に
つ
い

て
は
、
沖
縄
と
調
和
あ
る
発
展

と
い
う
こ
と
で
強
く
政
府
に
理

解
を
求
め
て
い
る
。
自
衛
隊
の

誘
致
・
拡
充
に
つ
い
て
も
強
い

応
援
団
と
し
て
頑
張
っ
て
い

く
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

徳
田
代
議
士
か
ら
は
、「
奄
振

延
長
・
改
正
に
つ
い
て
は
、
県

選
出
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
む
。
自
衛
隊
に
つ
い
て
も
自

民
党
防
衛
関
係
議
員
へ
働
き
か

け
て
い
く
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、「
漁
協
と
町
が
連
携

し
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
活
用
し
た

事
業
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
」
、「
宇
検
村
と

の
交
流
及
び
観
光
連
携
を
図
る

た
め
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
改
善
、

ト
ン
ネ
ル
等
交
通
網
の
整
備
等

を
両
町
村
で
早
急
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
」
と
の
提
言
が
あ

り
ま
し
た
。

国
交
省
の
担
当
官
か
ら
は
、

「
交
付
金
に
つ
い
て
の
文
言
を

意
見
書
案
に
入
れ
る
。
そ
れ
に

伴
う
予
算
措
置
が
重
要
で
あ
る

の
で
努
力
し
て
い
き
た
い
。」

防
衛
省
の
担
当
官
か
ら
は
、

「
鹿
児
島
か
ら
沖
縄
の
約
６
５

０
㎞
に
亘
る
地
域
に
陸
上
自
衛

隊
の
配
置
が
な
い
空
白
地
帯
で

あ
る
。
今
年
１２
月
に
策
定
さ
れ

る
防
衛
計
画
に
お
い
て
、
南
西

諸
島
・
奄
美
の
位
置
付
け
に
つ

い
て
具
体
的
に
明
記
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
く
。
」

内
閣
府
沖
縄
政
策
担
当
官
か

ら
は
、
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
特

に
ソ
フ
ト
事
業
に
お
い
て
、「
離

島
交
通
コ
ス
ト
負
担
軽
減
事
業

と
し
て
船
賃
・
航
空
運
賃
を
沖

縄
本
島
～
離
島
線
、
各
離
島
間

の
割
引
き
を
３
割
～
５
割
引
の

実
施
、
農
林
水
産
物
流
条
件
不

利
性
解
消
事
業
と
し
て
、
本
土

向
け
に
出
荷
す
る
県
産
農
林
水

産
物
の
輸
送
費
を
補
助
対
象
品

と
し
て
補
助
（
予
算
額
２
８
億

２
９
０
０
万
円
）
し
て
い
る
。
」

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
森
山
裕
代
議
士
、
加

治
屋
義
人
農
水
省
副
大
臣
（
当

時
）
、
野
村
哲
郎
参
議
院
議
員
を

表
敬
訪
問
し
、
奄
振
延
長
・
改

正
、
自
衛
隊
関
係
、
世
界
自
然

遺
産
登
録
に
つ
い
て
の
要
望
を

行
い
、「
全
力
を
尽
く
し
て
頑
張

っ
て
い
く
。」
と
の
力
強
い
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
上
の
調
査
を
踏
ま
え
、
次

の
意
見
を
町
当
局
へ
提
出
し
ま

し
た
。

『
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
調
査
』
意
見

１
．
奄
美
群
島
振
興
開
発
事
業

の
延
長
と
内
容
改
善
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
県
と
の
調
和
あ
る
発

展
を
強
く
国
に
働
き
か
け
て

「
交
付
金
」
と
「
補
助
率
の
嵩

上
げ
」
等
の
制
度
確
立
に
努
力

さ
れ
た
い
。

２
．
国
・
県
事
業
の
要
望
等
に

つ
い
て
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」

を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
い
。

３
．
長
期
振
興
計
画
の
後
期
５

ヶ
年
計
画
策
定
に
早
急
に
取
り

組
ま
れ
、
職
員
の
英
知
を
結
集

し
、
住
民
の
意
向
、
更
に
は
外

部
有
識
者
等
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

計
画
書
を
策
定
さ
れ
た
い
。

４
．
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
よ

る
活
性
化
対
策
事
業
及
び
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
エ
コ
車
の
導

入
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

事
業
の
導
入
に
つ
い
て
、
特
定

離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事

業
等
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

５
．
自
衛
隊
の
拡
充
・
誘
致
に

つ
い
て
は
、
国
及
び
防
衛
関
係

の
国
会
議
員
等
へ
粘
り
強
く
要

望
を
行
う
と
と
も
に
、
著
名
な

防
衛
の
専
門
家
及
び
防
衛
関
係

の
国
会
議
員
の
方
を
招
聘
し
、

講
演
会
等
の
開
催
に
努
め
ら
れ

た
い
。

６
．
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

時
代
に
即
応
し
た
組
織
体
制
と

財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

巨
星
墜
つ

▼
１０
月
２０
日
、
町
田
建
設
会
長

の
町
田
実
孝
氏
が
亡
く
な
ら
れ

た
。瀬

戸
内
町
に
大
き
な
関
わ
り

の
あ
る
人
で
、
春
日
の
埋
め
立

て
を
皮
切
り
に
、『
奄
美
の
園
』
、

『
警
察
署
』
、
『
図
書
館
』
の
あ

る
、
あ
の
広
大
な
芦
瀬
地
区
の

埋
め
立
て
、
ま
た
、
み
な
と
祭

り
の
夜
の
風
物
詩
、
花
火
大
会

に
欠
か
せ
な
い
台
船
の
提
供
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
大
会
の
最
初
の

頃
の
多
大
な
資
金
面
で
の
協
力

と
、
３５
年
間
に
氏
が
我
が
町
に

残
し
た
足
跡
は
余
り
に
も
大
き

い
。そ

の
功
績
は
誠
に
大
な
る
も

の
で
、
里
、
義
永
、
房
と
三
代

の
町
政
に
わ
た
る
。

心
か
ら
な
る
敬
意
を
表
し
御

冥
福
を
祈
り
ま
す
。

合
掌
。

（
安
）



古仁屋小学校附属幼稚園では，平成２６年度の入園児を募集しています。 
○  募集期間 
平成２５年１２月２日（月）～ 平成２５年１２月２７日（金） 

○  募集園児 
５歳児 平成２０年４月２日～平成２１年４月１日までに生まれた子供 
４歳児 平成２１年４月２日～平成２２年４月１日までに生まれた子供 

○  保育内容 
遊びの中から人間として「豊かな感性」「思いやりのある心」「生きる力」を育む。 

○  経 費 
保育料 ２，０００円 入園料 ７００円 

○  給食（給食費）と弁当 

毎週 月・火・金 １日平均２９０円     毎週 木 

○  保育時間 
月・火・木・金 午前８時１５分～午後２時 
水曜日     午前８時１５分～午前１１時４５分 

○  預かり保育 
幼稚園の教育時間終了後，家庭の事情により在園児を午後６時まで預かる。 

       １回 ５００円 

       終日預かり（夏休み・春休み・冬休み） ９００円 

【問合せ先】 瀬戸内町教育委員会 学校教育係 ＴＥＬ 0997-72-0113(直通) 

重点目標 みんなで築こう 人権の世紀 ～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～ 

期 間  平成２５年 12月４日（水）～12月 10日（火） 

人権週間は，昭和23年 12月１０日の国連総会において「世界人権宣言」が採択されたこ

とを記念して定められたもので，今年で６５周年を迎え，全国各地で人権に関する各種の啓発

活動が実施されます。この機会に，皆さんも身近なことから人権について考えてみませんか。 

教育相談室 ℡０９９７－７２－０９９５（火・木） 子どもの人権

広報せとうち(１３)     １月４日（土）  瀬戸内町成人式     

古仁屋小学校附属幼稚園園児募集のお知らせ 

「第６５回人権週間」 

給食 弁当

利用料金

「やさしい言葉
こ と ば

は，たとえ簡単
かん た ん

な言葉
こ と ば

でも，ずっとずっと心
こころ

にこだまする。」 
                        ～マザー・テレサ～ 

やさしい気持ちにあふれた，心のこもった言葉は，簡単な言葉でも，相手の胸に深く
響くものです。高齢者の方々に対しても，敬意を持って，温かい手と言葉で接したい
ものです。

古今東西の名言に学ぶ人権「幸せな社会を実現するために」/鹿児島県環境生活部人権同和対策課 



平成26年４月から保育所に入所を希望する児童の申込受付をします。 

【対象保育所及び募集人員】 高丘保育所（１２０人） 

※希望者が多数の場合、入所選考基準により調整を行いますので、入所できない場合があります。 

【入所基準】（原則として本町に居住する者で、次のいずれかに該当する児童） 

 ① 児童の親が家庭の外で仕事をしている。 

 ② 児童の親が家庭で児童と離れて日常の家事以外の仕事をしている。 

 ③ 死亡、行方不明、拘禁などの理由により親がいない家庭。 

 ④ 親が出産の前（８週）、出産後（８週）、病気、負傷、心身障害の常態にある。 

 ⑤ 親が家庭内の病人や心身障害を有する人の看護にあたる。 

 ⑥ 家庭に自然災害などの不幸があり、その復旧にあたる間。 

 ⑦ 町長が認める前号に類する状態にあること。（学校への通学、職業訓練、仕事を探すため常

に外に出かけている等。） 

※ 求職中で入所する場合は、保育期間は２ヶ月となります。 

【提出書類】 

① 保育所入所申込書

 ② 世帯の成人全員の就労証明書 

 ③ 世帯の成人全員の課税証明書（平成25年度）、申告をしている方は提出不要 

 ④ 世帯の成人全員の確定申告書写し、又は源泉徴収票（平成25年分） 

 ⑤ 入所を希望する児童の健康診断書（新規入所のみ） 

 ⑥ その他の証明証等（疾病、病人看護、出産「母子手帳の写し」） 

【申込み期間】 

 平成 26年１月6日（月）から２月7日（金）まで 

【申込み・問合せ先】 

 町民課 児童母子係 ０９９７－７２－１１１１（内線１５３）・０９９７－７２－１０６０（直通）

調整基準

（１） 加算調整指数

条       件 指 数

１ 生活保護受給世帯 ５

２ ひとり親またはこれに準ずる世帯 ５

３
父母ともに身体障害者手帳１～２級又は精神障害者保健福祉手帳１～３級の障害

者
４

４ 継続入所児童 ２

５ 申込児童の兄弟が既に入所中 １

６ 育児休業法に伴う育休明け及び産休明けで職場復旧する場合 １

（２） 減算調整指数

条       件 指 数

１ 父母を除く同居の親族に保育に当たれる人がいる場合 ２

２ 申込児童以外の就学前児童を自宅で保育している場合 ２

３ 広域入所（瀬戸内町に勤務地がある場合など） ２

４ 保育料を滞納している場合（既卒者を含む） ５

１月４日（土）  瀬戸内町成人式 広報せとうち(１４)

平成２６年度保育所入所申込みについて 

瀬戸内町保育所入所選考基準表 



保   護   者   の   状   況
基準指数

類 型 細            目

１

居宅外労働

（常勤・パー

ト・自営業）

週５日以上の就労 日中８時間以上の就労 １０

日中６時間以上８時間未満の就労 ９

日中４時間以上６時間未満の就労 ８

週４日の就労 日中８時間以上の就労 ９

日中６時間以上８時間未満の就労 ８

日中４時間以上６時間未満の就労 ７

週３日の就労 日中８時間以上の就労 ８

日中６時間以上８時間未満の就労 ７

日中４時間以上６時間未満の就労 ６

上記以外の就労 ４

２

居宅内労働

（農業者も含

む）

週５日以上の就労 日中８時間以上の就労 １０

日中６時間以上８時間未満の就労 ９

日中４時間以上６時間未満の就労 ８

週４日の就労 日中８時間以上の就労 ９

日中６時間以上８時間未満の就労 ８

日中４時間以上６時間未満の就労 ７

週３日の就労 日中８時間以上の就労 ８

日中６時間以上８時間未満の就労 ７

日中４時間以上６時間未満の就労 ６

上記以外の就労 ４

３ 出産の場合 産前２ヶ月、産後２ヶ月 ６

４

病気

負傷

心身障害者

病気・負傷 １ヶ月以上の入院 １０

居宅内療養で保育に当たることができない状態 ９

心身障害者 身体障害者手帳１～２級、療育手帳Ａ １０

身体障害者手帳３級、療育手帳Ｂ ８

身体障害者手帳４級 ６

５

看護

介護

病院、施設等の看

護、介護

１ヶ月以上入院、入所の看護、介護
９

自宅看護、介護 自宅療養中の病人、心身に障害のある者の看護、介

護（心身障害者の場合は３級程度以上）
８

６ 災害 自然災害により、その復旧に当たる場合 １０

７

その他 就学 週４日以上日中６時間以上 ８

求職中 入所後、就学、就労を希望 ４

両親のいない家庭 死亡、行方不明、拘禁 １０

特別の支援を要す

る家庭

児童相談所等から通知があった者
１０

広報せとうち(１５) １月４日（土）  瀬戸内町成人式

瀬戸内町保育所入所選考基準表 



① 町内に住民登録し、居住かつ住宅を所有している方

  （親や子が所有する住宅で、申請者が住んでいる場合でもＯＫ）

 （申請者が所有する住宅で、親や子が住んでいる場合でもＯＫ）

② 所有者並びに、申請者本人と同じ世帯全員に町税等の滞納がない方

① 町内の一戸建ての住宅

② 店舗併用住宅やマンション等の共同住宅は、申請者の居住部分のみ対象となります。（賃貸住宅

部分は除きます。）

① 増改築やリフォーム工事の費用（消費税を含む）が５０万円以上の工事

② 町内の業者が施工する工事（町内に住所を有する個人事業主でもＯＫ）

③ 交付決定日より１２０日以内に事業完了実績報告の提出ができる工事

④ 平成２６年２月２８日までに完了する工事（書類の提出までできるもの）

※ 外構工事や他補助金と一緒に利用する場合など対象とならない工事もありますので、事前にご

確認下さい。

平成２６年２月２８日まで

ただし、受付件数３０件到達次第、受付を終了させて頂きます。

工事１件につき１０万円

本補助金は、同一人または同一住宅について１回限りしか受けられません。

１月４日（土）  瀬戸内町成人式 広報せとうち(１６)

瀬戸内町住宅リフォーム等経済対策事業補助金について 

５０万円以上の工事１件につき １０万円を補助

補助の対象となる住宅

補助の対象となる工事

補助の受付期間

補助の対象となる方

補助の金額

【お申し込み・お問い合わせ先】 

瀬戸内役場建設課 0997-72-1197（直通） 企画課 0997-72-1112（直通） 

０９９７－７２－１１１１（代表）（内線125・144） 

※ 申請書や詳細情報は瀬戸内町ホームページをご覧下さい。 



広報せとうち(１７)   １月４日（土）  瀬戸内町成人式

平成２６年度 建設工事等の指名願い受付について 

下記により建設工事、測量・建設コンサルタント・地質調査等の入札参加資格審査申請の
受付を行います。 

記 
１．受付期間：平成２６年２月３日(月)～平成２６年３月３１日(月) ※消印有効

２．提出書類：様式はＡ４判仕様のファイルとじとし、提出書類には番号順にインデックス（見

出し）を施して下さい。(新たに提出を要する書類が有ります)

(1) 建設工事について 

① 建設工事入札参加資格審査申請書 

② 建設業許可通知書写し 

③ 建設業許可申請書写し(添付書類を含む) 

※  前年度より継続で申請する場合は添付書類は不要。ただし、前回申請後に更新を 

行なった場合は一式の提出が必要。 

④ 経営事項審査結果通知書（経営規模等評価・総合評定値）写し 直近のもの

※注 全工種に経営事項審査の受審を義務付けておりますので、受注を希望する工種に 

ついて全て経営事項審査を受けてください。 

⑤ 経営事項審査申請書写し 

⑥ 工事経歴書写し (直前２事業年度) 

⑦ 登記簿謄本 (法人)  

⑧ 身分証明書（個人事業者） 

⑨ 印鑑証明書（法人・個人事業者） 

⑩ 町税等納税証明書（法人は役員全員添付）※注 本町関係分の事業所及び全役員分 

⑪ 各種料金の納付確認及び納付状況等調査承諾書 ※注 本町関係分の事業所及び全役員分

⑫ 労災保険料納入証明書写し 

⑬ 雇用保険料納入証明書写し 

⑭ 建設業退職金共済事業加入・履行証明書写し 

⑮ 消費税及び地方消費税納税証明書（その３） 

⑯ 社会保険料納入確認書（Ｈ.2５.1月～2５.12月分） 

⑰ 技術職員名簿（町内業者のみ）※注 最新のもの 

⑱ 特例浄化槽工事業者届出書写し（該当事業者）

⑲ 年間委任状（該当事業者） 

⑳ 個人住民税に係る特別徴収実施確認・開始誓約書(町内事業者のみ) ※新規 

(2) 測量・建設コンサルタント・地質調査等については国土交通省統一様式とします。 

３．その他 

(1) 瀬戸内町に本社又は営業所を置く事業者の方は、平成２６年度分の受付となります。 

 その他町外事業者の方は、平成２５・２６年度の中間受付となります。 

(2) 各種証明書等については、提出日３ヶ月以内に発行されたものに限ります。 

(3) 提出後、提出書類の内容に変更・更新が生じた場合は、速やかに変更の届出をして下さい。

(4) 受領書、受付書等が必要な場合は提出書類に同封して下さい。（様式自由） 

 (5) ①、⑪、⑰、⑳の様式は、本町のホームページ（暮らし・手続き→各種手続き→入札・

契約関係）よりダウンロード出来ますのでご利用ください。 

○ 提出及び問い合わせ先 

〒894-1592 鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津２３番地 

瀬戸内町役場 建設課 管理係    Tel  0997-72-1111(内線147) 
0997-72-1197(直通) 



カンキツ類に多大な影響を与え重要病害となっている「カンキツグリーニング病」の後期調査

を下記の日程で行います。本調査は各集落のカンキツ地点（庭木）を任意に抽出して行い，場合

によっては枝・葉を採取しますので，住民の皆様のご理解とご協力をお願いします。 

調査日時：平成２５年１２月１８日（水）～１９日（木） 

調査箇所：町内４７集落（２５３地点） 

お問い合わせ先 

瀬戸内町役場農林水産課農政係  

瀬戸内町ＣＧ病対策協議会     

TEL：0997-72-1174  ＣＧ病担当 

瀬戸内町では，ごみの減量化及びリサイクルの促進を目的に，家庭生ごみ処理機（容器）の購

入補助事業を実施しており，購入費を補助しています。 

１.対象者 

対象者は下記の条件をすべて満たす方です。 

(１)瀬戸内町に住所を有する方 

(２)家庭から出る生ごみを処理する方 

(３)大型生ごみ処理機が設置されていない地区にお住まいの方 

２.対象機器 

(１)家庭用生ごみ処理機 

(２)コンポスト容器 

３.交付限度台数 

(１)家庭用生ごみ処理機 

１世帯につき、１台まで 

(２)コンポスト容器 

１世帯につき、２台まで 

４.補助金額 

(１)家庭用生ごみ処理機 

 １台につき３万円を限度とし，購入費の半額を補助（１００円未満切捨て） 

(２)コンポスト容器 

 １台につき３千円を限度とし，購入費の半額を補助（１００円未満切捨て） 

５．受付期間 

 平成２５年４月１日より年度を通じて受け付けています。 

但し，予算に限りがあるため，終了することもありますのでご了承ください。 

６．申請の際に必要なもの 

購入した際の「領収書」と「生ごみ処理機（容器）の設置状況写真」，「印鑑」， 

補助金振込用指定口座の「通帳」をお持ちください。 

問い合わせ先 瀬戸内町役場 生活環境課 

電話：0997-72-1113（直通）  Fax：0997-72-1120 

１月４日（土）  瀬戸内町成人式           広報せとうち(１８)

家庭生ごみ処理機(容器)購入補助金について 

カンキツグリーニング病の調査にご協力ください 

家庭用生ごみ処理機(左)とコンポスト(右) 



広報せとうち(１９)        １月４日（土）  瀬戸内町成人式       

日 月 火 水 木 金 土

12月 2013年(平成25年)　せとうち情報カレンダー

1 2
☆きゅら島コツ
コツ継続コース
☆筋膜マッ
サージ・フォ
ローアップ教室

3
☆ぽっかぽかくら

ぶ

◎元気な足腰講座

◎元気な笑顔教室

◎スマイル教室

(西阿室地区)

4
◎脳の健康教
室
◎元気な笑顔
教室（阿鉄地
区）

5

☆ぽっかぽか
くらぶ
◎男の料理教
室
◎スマイル教
室(阿木名地
区)

6
☆ぽっかぽか
くらぶ
◎元気な笑顔
教室（篠川地
区）

7
でぃ～うもろう
会(西阿室地
区)
肉体改造教室

○　ぽっかぽかくらぶ、きゅら島コツコツ継続コース、4ヵ月健診、3歳児健診

14
でぃ～うもろう
会(伊子茂地
区)
◎わくわくキッ
ズ（3歳児以
上）

15 16
☆きゅら島コツ
コツ継続コース

17
☆ぽっかぽかくら

ぶ

◎元気な笑顔教室

◎元気な足腰講座

◎スマイル教室

(西阿室地区)

18
◎脳の健康教
室
◎元気な笑顔
教室（西古見
地区）

19
☆ぽっかぽかくら

ぶ

◎男の料理教室

◎スマイル教室

(阿木名地区)

20
◎わくわくキッ
ズ（3歳児以
下）
☆ぽっかぽか
くらぶ

21
肉体改造教室
でぃ～うもろう
会(諸鈍地区)

8 9
☆きゅら島コツ
コツ継続コース

10
☆ぽっかぽかくら

ぶ

◎元気な足腰講座

◎元気な笑顔教室

◎スマイル教室

へるしお教室

☆厚生連健診結

果報告会

11
◎脳の健康教
室
肉体改造教室

12
☆ぽっかぽかくら

ぶ

◎3歳児健診

◎笑顔教室(清水

地区)

◎スマイル教室

(阿木名地区)

13
☆ぽっかぽか
くらぶ

28
でぃ～うもろう
会(薩川地区)

3 4

22 23
天皇誕生日

24
☆ぽっかぽかくら

ぶ

へるしお教室

◎元気な笑顔教室

◎元気な足腰講座

◎スマイル教室

(西阿室地区)

25
◎脳の健康教
室
◎元気な笑顔
教室（久慈地
区）

26
☆ぽっかぽかくら
ぶ
◎4ヵ月児健診
◎元気な笑顔教
室（手安地区）
◎スマイル教室

(阿木名地区)

27

29 30 31 1 2

わくわくキッズ（3歳児以下・3歳児以上）問合せは、保健福祉課　保健予防係 TEL0997-72-1068 （直通）

○　元気な笑顔教室、元気な足腰講座、脳の健康教室、男の料理教室の問合せは、

保健福祉課　地域支援係　TEL 0997-72-1153 （直通）

○　スマイル教室、肉体改造教室、筋膜マッサージ・フォローアップ教室、へるしお教室の問合せは、

保健福祉課　保険給付係　TEL0997-72-1068 （直通）



１月４日（土）  瀬戸内町成人式             広報せとうち(２０)

「お誕生・ご結

婚・お悔やみ」

は 10 月に届け

られた分のう

ち、希望者のみ

を掲載していま

す。 (敬省略)

お
誕
生お

め
で
と
う

名

前

保
護
者

住
所

勇

楓ふ
う

雅が

幸
大

古
仁
屋

藏
元

優ゆ

衣い

豪
一
郎

古
仁
屋

與
倉

大
空

そ

ら

大
志

古
仁
屋

ご
結
婚お

め
で
と
う

名

前

本

籍

賢
悟

阿
木
名

由
香

押

角

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

氏

名

年
齢

本

籍

祝

美
奈
子

８４

節

子

伊
村

徹
二

８７

久

慈

元
田

文
夫

９２

芝

山
田

十
郎

６５

西
阿
室

福
山

貴
則

７７

古
仁
屋

赤
井

忠
憲

９１

古
仁
屋

山
下

昭
美

６３

於

斉

積
野

ミ
サ
エ

８８

池

地

才
田

義
輝

７３

奄
美
市

清
水

廣
喜

９０

清

水

與

ヒ
デ
子

８５

勝

能

森

ト
キ

９３

諸

数

香
典
返
し(
社
協
へ)

（
１０
月
分
）

（
遺
族
）

（
故
人
）(

住
所) 

元
田

経
也

文
夫

芝

赤
井

キ
ヨ

忠
憲

春

日

尭

文
枝
か
ほ
り

清

水

伊
村

廣
文

徹
二

久

慈

山
下

福
也

昭
美

高

丘

積
野

良
朗
ミ
サ
エ

船

津

総
合
計
金
１
３
０
，
０
０
０
円
也

広
報
紙
郵
送
料

（
氏
名
） 

 
 
 
 
(

住
所) 

野
元
弘
一
郎

一
万
円

福
岡
県

保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
！

年
金
は
，
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
制
度
で
す
。
あ
な
た
の
納
め

る
国
民
年
金
保
険
料
が
，
高
齢
者
世
代
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

ま
た
，
同
時
に
あ
な
た
や
家
族
が
将
来
年
金
を
受
取
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
国
民
年
金
保
険
料
は
忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
給
付
に
は
，
老
後
の
生
活
保
障
で
あ
る
老
齢
基
礎
年

金
だ
け
で
は
な
く
，
思
わ
ぬ
事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
は

障
害
基
礎
年
金
，
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は

残
さ
れ
た
妻
や
子
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
，
こ
の
よ
う

な
年
金
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
納
付
案

内
書
」等
に
よ
り
，
毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
付
書
が
お
手
元
に
な
い
場
合
に
は
，
再
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
，

年
金
事
務
所
及
び
町
役
場
町
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

奄
美
大
島
年
金
事
務
所

０
９
９
７
（５
２
）４
３
４
１

町
役
場
町
民
課
国
民
年
金
係

０
９
９
７
（７
２
）１
０
６
０

年金キャラクター

「もくもく」

ね
ん
き
ん

コ
ー
ナ
ー

広報せとうち」に広告掲載できます。 

広告サイズ 広告掲載料(１回) 

縦 ５cm×横 ８cm ５，０００円 

縦５cm×横 17cm １０，０００円 

６箇月連続掲載で、１回分無料に！ 

【問い合わせ先】 

役場企画課情報政策係 0997-72-1112 

法律相談会（無料）のご案内

司法書士による法律相談会を開催いたします。

【相談日時及び場所】

１２月１２日(木) 午前１０時～午後１時 中央公民館
 ※本相談会での直接受託は原則行いません。

  正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。

【問合せ先】瀬戸内町商工会青年部 

℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：伊地知）



広報せとうち(２１)       １月４日（土）  瀬戸内町成人式       

～
１
０
年
ぶ
り
に
復
活
～

１１
月
３
日
、
高
千
穂
神
社
で

１０
年
ぶ
り
に
浜
下
り
が
復
活

さ
れ
た
。

午
前
８
時
か
ら
青
年
団
や
関

係
者
ら
で
神
事
が
執
り
行
わ
れ

た
後
に
、
お
旅
所
の
大
湊
緑
地

公
園
に
向
か
っ
た
。

古
仁
屋
青
年
団
を
中
心
に
浜

下
り
唄
を
合
唱
し
な
が
ら
稚
児

ら
約
１５０
人
が
賑
や
か
に
練
り

歩
き
、
見
物
に
駆
け
付
け
た

人
々
を
楽
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
五
夜
祭
も
開
催
し

今
年
、
近
畿
大
学
か
ら
学
長
優

勝
杯
が
寄
贈
さ
れ
、
奉
納
相
撲

大
会
に
華
を
添
え
た
。
赤
ち
ゃ

ん
の
土
俵
入
り
や
青
年
団
に
よ

る
奉
納
相
撲
や
相
撲
甚
句
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
古
仁
屋
の
街
が

活
気
に
満
ち
た
一
日
と
な
っ
た
。

～

保

健

専

門

職

人

材

育

成

～

１１
月
５
日
、
大
洋
州
の
島
嶼
地

域
の
保
健
所
や
病
院
で
公
衆
衛
生

に
取
り
組
ん
で
い
る
看
護
師
や
保

健
師
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

我
が
国
と
は
違
っ
て
人
的
・
物

的
資
源
不
足
か
ら
医
療
サ
ー
ビ
ス

質
・
量
と
と
も
に
限
ら
れ
、
特
に

感
染
症
か
ら
乳
幼
児
・
母
子
保
健

生
活
習
慣
病
対
策
と
い
っ
た
分
野

を
数
名
あ
る
い
は
１
名
の
専
門
職

で
対
応
し
て
い
る
現
状
。

そ
こ
で
、
本
町
の
健
診
や
健
康

教
室
・
母
子
相
談
な
ど
を
視
察
し

国
際
交
流
の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

～

伝

統

芸

能

～

１０
月
１３
日
、
旧
暦
の
９
月9

日
に
当
た
る
日
に
加
計
呂
麻
島

諸
鈍
集
落
の
大
屯
神
社
で
約

８００
年
の
歴
史
と
伝
統
を
持
つ

諸
鈍
シ
バ
ヤ
が
行
わ
れ
た
。

浜
辺
で
身
を
清
め
た
演
者
た

ち
の
楽
屋
入
り
か
ら
は
じ
ま
り

演
目
の
前
後
に
は
、
諸
鈍
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る
相
撲

や
エ
イ
サ
ー
な
ど
も
催
さ
れ
た
。

２
部
構
成
で
ク
ワ
ワ
節
や
カ

マ
踊
り
・
ス
ク
テ
ィ
ン
グ
ワ
な

ど
全
部
で
１１
演
目
を
披
露
し
、

町
内
外
か
ら
見
物
に
き
た
観
客

を
魅
了
し
て
い
た
。

～

初

優

勝

～

１０
月
１２
・
１３
日
、
奄
美
群

島
６０
年
記
念
・
第
２１
回
県
下

中
学
校
秋
季
選
抜
野
球
大
会
渡

島
予
選
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

古
仁
屋
中
は
、
初
戦
を
１２-

０
の
４
回
コ
ー
ル
ド
で
圧
勝
し

翌
日
の
準
決
勝
は
延
長
戦
ま
で

も
つ
れ
た
が
５-

１
で
退
け
た
。

続
く
決
勝
の
龍
南
中
戦
で
は

三
回
に
先
制
点
を
奪
い
三
回
と

四
回
の
ピ
ン
チ
を
乗
り
切
り
最

少
リ
ー
ド
を
守
り
き
り
投
手
戦

を
制
し
初
優
勝
の
栄
冠
を
手
に

し
た
。

浜

下

り

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
）

秋
季
選
抜
中
学
野
球
地
区
予
選

諸

鈍

シ

バ

ヤ



１１月２・３日（土・日） 日本復帰６０周年 シンポジウム・音楽フェスティバル 広報せとうち(２２)

～

２

年

ぶ

り

の

開

催

～

１０
月
２０
日
、
奄
美
群
島
日

本
復
帰
６０
周
年
記
念
・
第
２９

回
町
民
体
育
大
会
が
清
水
公
園

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
。

昨
年
は
、
台
風
の
災
害
で
中

止
と
な
り
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
た
が
、
早
朝
か
ら
雨
が
降
り

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
開
会

式
が
始
ま
る
前
に
は
天
候
が
回

復
し
競
技
が
進
む
に
つ
れ
て
青

空
が
広
が
っ
た
。

今
年
も
「
東
方
」
が
優
勝
し

６
連
覇
を
成
し
遂
げ
、
続
い
て

２
位
は
６
年
連
続
で
「
実
久
」

で
３
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賞
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ま
し
た
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水のトラブルすぐに解決！
瀬 戸 内 町 指 定 水 道 工 事 店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事(水洗トイレ) 

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄 ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲ 瀬 戸 内 ビ ル シ ス テ ム
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快適な衛生環境をサポート
●し尿汲取り・浄化槽清掃管理

●トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ
収集運搬

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
代表取締役 牧 学

１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い
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